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1 日本の視覚障害教育の 
現状と課題 
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日本の特別支援教育の制度 

特別支援学校 小・中学校 
特別支援学級 

通級による指導 通常の学級 



特別支援教育の対象（小学校・中学校段階１０７４万人） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校・中学校 通常の学級 
学習障害LD、注意欠陥多動性障害ADHD､高機能自閉症等 

６．３％（約６８万人）平成14年度調査 

 
 
 
 
 

小学校・中学校 通常の学級（通級による指導） 
視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱 
言語障害、自閉症、情緒障害、学習障害、注意欠陥多動性障害 

０．５％（約５万４千人） 

文部科学省 平成２１年５月１日 

２．３％ 
約２５万人 

 

小学校・中学校特別支援学級 
視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由 
病弱・身体虚弱、言語障害、自閉症・情緒障害 

１．３％（約１３万５千人） 

８．６％ 
約９３万人 

特別支援学校 
視覚障害、聴覚障害、知的障害 

肢体不自由、病弱 

０．６％（約６．２万人） 



（幼稚部及び高等部を含む。） 



②特別支援学級の現状 

････ 

特別支援学級数及び特別支援学級在籍者数の推移
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視覚障害特別支援学校 68校   
 

幼稚部   254名   
小学部   660名  
中学部   519名  
高等部  1.195名  

 合 計  3.478名 
 

視覚障害以外の特別支援学校 
２，３２０名 

  視覚障害児童生徒の推計 
 
視覚障害特別支援学校 
   小・中学部の在籍率 0.01% 
 
 人口１００万人（全年齢）につき 
 
○視覚障害特別支援学校小・中学部 
           約１０名 
○通常学級に在籍する視覚障害児 
           約１６名 
○小・中学校弱視特別支援学級 
           約 ３名 

日本の視覚障害教育の現況 



函館盲学校17名   
1895年 

札幌盲学校41名 
1943年 

高等盲学校67名   
1972年 

旭川盲学校30名   
1922年 

帯広盲学校16名   
1937年 

２０１０年度  
北海道の特別支援学校 学校数６２校  在籍者数４．９１７名 

         盲学校 ５校  在籍者数１７５名 
      日本の盲学校数 ６８校  在籍者数３．４７８名 

北海道 

面積 ： 83.550㎢ 
人口 ： ５６０万人  

Shiretoko 

丹頂鶴 

ヒグマ 

北海道の視覚障害教育の現況 



全国特別支援学校長会「平成２1年度 研究集録」 

盲学校で重要と考える専門性 

重要と考える専門性 

高校時代に身につけておくべき力
全国高等学校長協会特別支援学校部会・全国盲学校長会大学進学対策特別委員会

視覚障害学生実態調査報告書 平成２１年６月

時代を通して変わらざるものと
★白杖で自由に移動できる力
★必要な支援を把握し、適切に依頼できる力
★他学生や職員とコミュニケーションできる力
★全てを任せにせずに積極的に関与する力
★レポートを書くために必要な普通文字の知識

時代が必要とするもの
★パソコンや支援機器に関する活用力
★携帯用点字末端を活用し、ノートを取る力

専門性：不易流行
区
分 
項目 

1 各教科の指導力 

2 点字の指導力 

3 視覚障害教育の基礎 

4 歩行の指導 

5 弱視児の指導 

6 重複障害児の指導 

7 触察等の指導 



課題：盲学校の専門性の継承・維持・発展 

歩   行 

点   字 

ロービジョン 

漢字・レンズ等 

盲児が少ない   
→経験困難 

 

 

 

弱視は多い 

   →経験可能 

専 

門 

性 
消 

滅 



文部科学省初等中等教育局特別支援教育課編集 特別支援教育 平成１６年 №１５ 「専門性を育て磨き上げる」2004 年 

盲学校の 
伝統的専門性が 
消えていく 

 

点字指導 
 

Ｏrientation 
& 

Mobility 

資料１ 



   2 点字指導 
     ・日本の点字 
     ・鈴木式点字触読指導法 
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    ● 
●● 
●● 

日本の点字 

資料2  11頁 



1970年 鈴木式点字指導法の工夫 

１９７０年 
鈴木は、中途失明の教師が複数名、学校を休職し、 

北海道札幌盲学校で、理療師を目指し、 
点字教科書ではなく、テープレコーダーで学習する姿を知った。 

新しい発想 
盲学校小学部１年生の 

点字触読実態を整理・分析・考察して、 
中途失明者の点字触読指導に活用 
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資料2 
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鈴木式点字指導法 

童謡 あめふり 
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鈴木式点字指導法 

瀬尾政雄「入門
期における点字
読字能力の発達
について」盲心
理研究第１４巻 
1966 

小学部１年生４
名の５月、６月
の触読点字実態
表が掲載 

鈴木：５月段階
で全員が触読可
能点字は。誰も
が容易に読むこ
とが可能。 

指導実践を加味
して５段階に分
類。 

№ 

１ 

№ 

２ 

№ 
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№ 

４ 

№ 

５ 

視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育 Ｐ７４ 



鈴木式点字指導法  

個別化 

ドリル化 易→難 



片手打ちアタッチメント 
の応用 

盲幼児への点字の打字指導 

小さな手と 
非力への対応 



   3 歩行O&M指導 
     ・O&Mの指導内容 
     ・北海道の雪路歩行 
     ・Sonicguideの活用 



あなたは この子に 
何を ？ 



盲児の歩行 
 

頭の中に 
地図を持つ 
指導 

 
 
 
 
 
 
 

 



盲児の環境把握能力を高める 

Body 

Image 

教室の
地図 

校内の 

地図 

学校敷
地内の
地図 

学校周
辺等の 

地図 

Mental 

Map 

体の中の
地図 

手の中
の地図 

頭の中
の地図 

頭の中に地図を入れる Mental-Map 



 1.   ボディーイメージ要素 
 2.   方向概念要素 
 3.   対音源歩行要素 
 4.   音源軌跡要素 
 5.   歩行軌跡要素 
 6.   対風、対太陽に対しての身体の方向づけ要素 
 7.   空間構成物の関係把握要素 
 8.   白杖探索要素 
 9.   白杖操作要素 
10. 歩行標識と点地図作成要素 
11. 読図歩行要素 
12. 雪路白杖操作要素 

資料3 



○幼稚部 
  ①ボディイメージ 
   ・主要な体の部位名     ・基本的な動作  
   ・Laterality（絶対的方向）の 
    強化 
  ②軌跡   
   ・基本的な動作 
   ・単純な歩行軌跡  
   ・音源定位→音源移動軌跡 
  ③地図 
   ・室内ミニチュア  
   ・トレーリングと防御  
   ・障害物（空間構成物）の 
    発見と賞賛 
  ④白杖探索 
   ・音で 
   ・白杖からの感触で 



ヘレン・ケラー 
人形遊び 

Directionality 



○小学部低学年 
  ①ボディイメージ 
   ・細かな体の部位名  
   ・様々な動作  
   ・Directionality（相対的方向）の強化 
  ②軌跡 
   ・図形的歩行軌跡  
   ・交差点における交通音の流れ 
  ③地図 
   ・校舎内   
   ・学校敷地内   
   ・学校周辺 
  ④タッチ テクニック 
   ・２ポイント タッチ テクニック 
   ・ショートケーン・テクニック 
   ・ガイドライン・テクニック 
   ・スライド・テクニック 
  ⑤ルート歩行（近辺の店への買物：自立の一歩） 



図形的歩行軌跡 

交差点学習 
音源軌跡 



資料4 



○小学校高学年 
  ①軌跡 
   ・図形的歩行軌跡（45゜、9O゜、135ﾟ、270ﾟ、315ﾟ）  
   ・太陽・気流を用いた閉鎖図形歩行 
  ②地図歩行 
   ・学校周辺 
  ③交通機関の使用 
  ④ルートによる単独帰省 
 ○中学部以上 
  ①居住地読図歩行 
  ②目的歩行 
   ・交通機関の使用  



昭和４０年代札幌市内

白杖 White Cane 

①視覚障害者のシンボル機能 

②路面（凹凸等）情報の入力機能 

③下方障害物の防御機能 



 タッチ・テクニック Touch technique 
・白杖の接地地点    ：２歩前方分の距離とする。   
・振り幅    ：肩幅 
・白杖接地リズム   ：足の接地リズムと同じリズム 
・白杖の接地方向   ：対足側に白杖を接地する   
・白杖操作    ：柔らかな手首の操作 
・処方された白杖：歩行能力、身長、歩幅により長さを決定 
・閉じた技能としての定着化   
・白杖からの入力情報と他感覚器官を通した情報を、総合的に同時 
 処理化 

盲児の 
柔かく、 
しなやかな 
りきみのない 
姿勢が 

エコーロケーションの 
向上につながる。 



ダイアガナル・テクニック  Diagonal technique 
◎使用方法 
 ・体の正中線に対して白杖を斜めに操作  
 ・手首をかえす型  ・ペン型  ・握りバシ型 
◎使用される情況 
 ・物体の認識時 ・ヒューマンガイド時 ・段差等の確認時 
 ・ガイドラインに沿って歩く時 ・目的方向の人の流れに沿って歩く時 



盲児の環境把握の評価 

表現 

歩行の発現 

表現 

口頭で録音 

表現 

点字で表現 

表現 

ミニチュア構成 

表現 

点地図作成 

Mental 
Map 

表現形
を工夫 



 安定性  重心を低くし膝を屈曲させ、手を前方にして足

裏全体で歩く・走るので、多少の路面状況の凹

凸などの変化にも対応した安定的な歩行ができ

る。 

 安全性  物にぶつかりそうになった場合や直ぐに立ち止

まる必要がある場合は、後傾姿勢になりやすいた

め、歩行での安全性が確保し易い。 

 音 源  バタバタ音を立てて歩くので、盲児自らで音源

をつくって、何か障害となる物体があった場合、

その物体から反響してくる音を得やすし、その反

響音による物体の定位（ｴｺｰ･ﾛｹｰｼｮﾝ:Echo 

Location) が行い易い。 

盲児の歩行姿勢、歩き方の特徴 Echo Location 資料5 



中世から近世にかけて、平家物語を語り、琵琶を弾く、
盲僧の琵琶法師は、弟子とともに全国を旅した。

杖

杖

琵琶

高下駄は足の保護のために有効
歩行のための杖と

高下駄を脇に置き、
特に下駄がバラバラ
にならないよう、鼻
緒に杖を通して、物
語っている琵琶法師

http://www.chikuyusha.jp/syakuhatisyouki/39Hitoyo
giritoSyakuhati/32Ban71ban.htmlより引用 

西暦800年代以降 
 

盲人の職業 

musician 

高下駄は、 
歩くと 

カランカランと 
音がする 

Echo Location 



さっぽろ 雪祭り 



雪道の歩行 

鈴木が開発したスノーチップ 

資料6 



日変化 
除雪前 除雪中 

除雪後 除雪中 



月変化 

排雪後 排雪前 

排雪作業 



本格的降雪期 

融雪初期 

融雪後期 

時期変化 



ロードヒーティング 



Sonicguide 

中途失明生徒への
描画指導 

資料7 



バッティング練習 



     4 スポーツ指導 
        ・体育指導の体系 
        ・レスリングの指導 



視覚障害児への体育指導

Closed-skill（閉じた技能）:基礎技術
Open-skill（開いた技能）：応用技術

流動的環境で
の対応が必要

Open-skill

Closed-skill

単純動作

静的環境

複雑動作

動的環境

閉眼でもOK

視覚障害児への配慮
ex.音刺激

体育指導⇒学習指導の基盤 資料8 



 １９８５年 北海道代表 １９８２年 

1983年 

VTR 



    5 視覚障害教育のアラカルト 
      ・統合教育 
      ・盲児指導のヒント 



統合教育 
 

Integration 
 in Education 



１９７０年 
韓 継綏老子 
台湾の台南駅 

１９７１年 
台中市 

台湾の統合教育 1960年代から台湾とマレーシアで 

American Foundation for Overseas Blind 

１９７２年 
高雄市 

統合教育Inclusion in Educationの自主研究 



１９７４年 北海道厚真高等学校の事例 

日本で初の点字を用いた高校生 



厚真高校の事例を知った 
中学部生徒が、是非、 

普通高校に行きたいと希望。 
アパートに同居、食事、点訳等 

北星学園札幌男子高等学校 
１９７５年、日本初、全盲の高校生 



指導のヒント 



鈴木重男 
 「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育」  
金芳堂 2005年 



推定視力 
（４．５ｃｍ黒ボール視力程度と視野、スキャニング）  

  （０．３×距離ｍ）  

  大きさｍｍ 

     



手と手を重ねて触らせ方を 



 触り方を教える 

○物の特性を把握する多様な触察 
 撫ぜたり、叩いたり、噛んだり、曲げたり、 

投げたり、落としたりして、その物の持つ軟硬、 

粗滑、手触り、形、大きさ、重さなどを体感・ 

観察させる。 

 

○触察法の鉄則 
 子どもを抱っこなどして、子どもと 

手と手を重ねて、自分が触るように 

子どもに触らせる。 

資料2  10頁 



 動植物の触察 

鈴木重男 「視覚・聴覚・言語障害児の医療・療育・教育」 金芳堂2005年 



全南大学校 
麗水キャンパスの皆様方の 

ご活躍とご発展を 
お祈り申し上げております。 

北海道文教大学 鈴 木 重 男   


